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【研究要旨】 

前眼部難病の標準的診断基準およびガイドライン作成に関する研究の一環として、主に

Fuchs角膜内皮ジストロフィーに対する角膜内皮移植術式に関する研究を行った。 
 
 

Ａ．研究目的 

Fuchs角膜内皮ジストロフィーに対する

外科的治療として、近年開発された角膜内

皮移植術式の有効性を検討し、術後の視機

能についても解析を行う。 

 

Ｂ．研究方法 

1.DMEK(Descemet’s membrane endothelial 

keratoplasty)は水疱性角膜症に対する

角膜内皮移植の一つであり、ドナーの角

膜内皮細胞層とデスメ膜のみを入れ替え

るものである。これまでに、Fuchs角膜内

皮ジストロフィーに対する DMEK の有用

性が報告されているが、日本人眼は虹彩

が茶色いため、前房に挿入した DMEKドナ

ーの視認性が不良であり難易度が高いと

されてきた。そこで、硝子体手術用照明

器 具 を 用 い た 手 術 方 法

（Endoilluminator-assisted DMEK, E-

DMEK）の有用性を検討する。 

2.DMEK術後の角膜厚の経時的変化、角膜

収差などの視機能について解析を行う。

また、DMEKのドナー内皮細胞密度の減

少率に及ぼす影響を検討する。 

（倫理面への配慮） 

すべての研究はヘルシンキ宣言の趣旨を

尊重し、関連する法令や指針を遵守し、各

施設の倫理審査委員会の承認を得たうえで

行うこととする。また個人情報の漏洩防止、

患者への研究参加への説明と同意の取得を

徹底する。 

 

Ｃ．研究結果 

1.連続した DMEK12症例のうち、全例にお

いて DMEKドナーの視認性が著しく向上

し、E-DMEKの有用性が確認された。 

2.DMEK後の角膜厚は浮腫の軽減に伴い中

心部も周辺部も徐々に薄くなるが、周辺

部角膜厚の減少率は少なく、12ヵ月後

においても正常化されていないことが判

明した。また、日本人眼における DMEK

後の角膜内皮減少率は 12ヵ月後で

54.4％であり、角膜面積に比較して小さ

な DMEKドナーと、DMEKドナーの角膜内
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皮細胞密度（術前に高いと術後も密度が

高い）の二つがもっとも関連する因子と

して考えられた。 

 

Ｄ．考按 

1.硝子体手術用照明器具を補助装置として

用いる眼科手術は、これまでにも角膜混

濁を伴う白内障手術などにおいて報告さ

れており、同様の有用性が DMEKにおいて

も確認された。 

2.DMEK後には解剖学的には正常眼に近づい

ているものの、角膜後面の収差は正常眼

と比較して大きい場合があり、それが

DMEK術後の矯正視力に重要な役割を果た

していると推測した。 

 

Ｅ．結論 

1.Fuchs 角膜内皮ジストロフィーに対する

DMEKの際に、硝子体手術用照明器具を補

助装置として用いた手術（E-DMEK）を行

うことで、は日本人眼においても安全に

DMEKを行うことが可能である。 

2.DMEK後の角膜厚は浮腫の軽減に伴い中心

部も周辺部も徐々に薄くなるが、周辺部

角膜厚の減少率は少なく、12ヵ月後にお

いても正常化されていない。また、DMEK

のドナー内皮細胞密度の減少率に及ぼす

因子として、角膜面積に比較して小さな

DMEKドナーと、DMEKドナーの角膜内皮細

胞密度（術前に高いと術後も密度が高い）

の二つがもっとも関連すると思われた。 
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